
 

 

 

 

 

 

 前号でもお伝えいたしましたが・・・第２回ＡＩドリル月間では、「ＡＩドリルの活用が、

子供たちの学力向上にどのように関連しているの」かを検証することが目的の１つとなって

います。 

 そこで今回は、子供たちのＡＩドリルの回答数と正答率を毎週まとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まずは、正答率を上げることが目標です。回答数（ＡＩドリルの問題に取り組んだ数）が多

くても、正答率が低いのでは、ＡＩドリルの活用が子供たちの学力向上に有効であるとは言

えません。そのため、１つ１つの問題に丁寧に取り組み、正答率を上げていくように子供た

ちには声掛けをしています。 

 また、区調査（算数）の問題を学習内容ごとに分類し、ＡＩドリルのどの問題に注力すべき

かをまとめました。 
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① 係活動 

 休み時間や家庭で、学習した

ことや気になる社会ニュースを

ジャムボードにまとめていま

す。係メンバーで協力し、必要

な情報を調べ、読み手にわかり

やすいように工夫して作成して

います。 

 

② お手本提示 

 クラスルームを活用し、手本

となるノートや日々の活動の様

子をＵＰしています。クラスル

ームに投稿されたお手本には、

「すごい！」「さすが！」とコ

メントがつけられ、子供たちが

互いの良さを自発的に認め合っ

ています。 

 

③ 連絡事項の共有 

 クラスルームを活用し、日々

の連絡事項や持ち物についての

連絡をしています。この取組を

することで、家に帰ってから必

ずタブレットを開くという習慣

があっという間に身に付きまし

た。また、子供たちが互いに声

を掛け合うので、「忘れてた

…。」を減らすこともできまし

た。 

学習だけではない！活用するぞ！タブレット      

 

【ＡＩドリルと学力向上の関連表】（左記） 

 

①過去数年間の区調査（算数）の問題から、どの

学習内容が頻出しているのかを整理する。 

②整理した学習内容とＡＩドリルの問題内容を比

較するとともに、子供たちの区調査におけるこれ

までの正答率も考慮し、最重点問題◎・重点問題

〇・やっておいてほうが良い問題△に分別する。 

 

各学級において、左の表を活用し、子供たちに取

り組ませるＡＩドリルの内容を決定しています。 

このような手順で、子供たちの学力向上（算数）

に全教員で努めています。 

６年生のタブレット活用術！     

学校外の場でも、子供たちの

「互いのよさを認め合い、尊重

し合える関係」をつくることが

できると期待しています。 

また、SNS上でのトラブルを未

然に防ぐために、情報モラル教

育も毎月実施しています。 


